０９／３／２８　豊島勤労福祉会館
＜大野昭之さんを偲ぶ集い＞

「大野昭之さんと私」

· 信太正道（「厭戦庶民の会」代表・大野さんと旧制中学の同級生）さん

大野君、中学1年の最初の軍事教練の日を忘れることはできないよ。雨だったね。宿題を忘れた私は体が大きく優しい顔をして右前に座っていた君のノートを丸写しさせてもらっていた。教官が入ってきた。私はそのまま君のノートをコピーしていた。いきなり壇上から降りてきた教官は大きく固い名簿で私の両頬を殴りつけ、私を廊下に追い出した。

教練が終わって解散になると、君は「あいつ（教官）は村田満特（万年特務曹長）だ、ひでー奴だ」と、私を慰めてくれたね。

昭和十七年、江田島兵学校に入学時、君は同級生一同と横浜駅まで見送りに来てくれたね。同級生は万歳を唱えたが、その時の君の顔を忘れることはできない。君は言った「信太よ、お前は軍人になる顔ではない」。中学四年の時、君は既に反戦少年だったんだね。

大野君！！　オラー、君の後を引き継ぐよ！

（注：信太さんは、大野さん亡き後の「都教委による増田さんの不当免職を撤回させる会」略称「撤回させる会」代表を引き受けてくださいました）

＊伊沢けい子（都議会議員・三鷹選出、市民の党）さん

　大野先生との一番の思いでは、二０００年七月に行われた都議会議員選挙の時、連日、私の事務所においでいただき、応援していただいたことです。

　ある日、大野先生は「三鷹市内に知人が何人かいるので支持をお願いしに出かけたい」と言われました。そして、なんと、私の「伊沢けい子」の名前が派手なピンク色で大きく書かれたのぼり旗付きの自転車を見て、「これを貸してください」と言われました。

　私は驚いて「えっ？　本当ですか？」とお聞きしている間に、さっとそののぼり旗付き自転車に乗られ、さっそうと出かけられました。

　私は、この時、本当にうれしかったです。後にも先にも、この自転車に乗って三鷹市内を走ってくださったのは大野先生お一人です。

　大野先生、大変、お世話になり、有難うございました。

· 「撤回させる会」会員

偲びますと、大野さんとの出会いは、古田武彦先生の「古代史を研究する会」です。古田さんの講演会や、古田さん同行の古代史がらみの旅行などで同道した記憶が鮮明に残っています。

それが数年前、増田さんの裁判傍聴に行った時、大野さんの姿を見て、驚いたものです。増田先生とのご縁も奇遇ですが、増田さんを通しての大野さんとの再会、そしてその経歴お人柄を知るにつけ、人生の有難味を味わったものです。

大野さん、ありがとうございました。

大野さんと、このテーマで文章が書けるほどのお付き合いをさせていただいてはおりませんが、「埼玉国体」反対運動をしていた頃、埼玉各地での集会・学習会に東京を飛び越えて何度も駆けつけてくださいました。

そのバイタリティあふれるお姿と、勢いを失わない発言の数々に励まされ、背中を押され、国体反対運動を最後まで闘いぬく力をいただいたと思っています。

孫娘くらいの年頃の私にも、とても気さくに、なおかつ紳士的に接してくださったことにも今、改めて感謝の思いが沸いてきます。

大野さん、ありがとうございました。

筆舌に尽くせぬほど、お世話になった大野さんに聴いてもらいたく、森田童子の「サオヨナラ、ぼくの友達」（日大全共闘の秋田明大のタイホに喚起されて作った歌）をカラオケ（この唄があるカラオケは、なかなか無いのです）を二回練習してきました。

闘う人々は批判するかもしれぬ女々しい唄ですが、ぼくは好きです。

♪♪・・・サヨナラ、ぼくの友達

　　君は、ぼくのいい友達だった・・・♪♪

（大恩人の大野さんに「君」は失礼ですが）

――――サヨナラ、大野さん、

　　　　　　　　　　また　――――　

· 「撤回させる会」会員

私が大野さんにお目にかかったのは四年前の板橋の都議選ビラまきのときでした。ただ、お顔は「ぶっ飛ばせ、日の丸・君が代」の集会でお見かけしていました。教育行政や法規に詳しい方だと思っていました。

その後、親しくさせていただきましたが、大野さんは私の父とあまり変わらない年代なのに、ちっとも偉そうにされることがなく、いつも丁寧で平等に接してくださいました。

増田さんの集会や裁判では、代表としていつも挨拶をされ、毎月定例の都庁第二庁舎前での都教委糾弾ビラまきでも、自らビラまきをされていました。

毎月ではないですが、今、私がビラまきをしている場所は、一年半ほど前まで大野さんがまいておられた、まさにその場所です。

· 石川逸子（詩人・元中学教員・「撤回させる会」会員）さん

大野さんが都教組の役員をしていらした時には私は葛飾の一分会員でしたので、お名前は十分存じながらお会いすることはありませんでした。連れ合いが組合役員をしておりましたので、一緒に大野さんと長崎へ行って軍艦島を案内してもらったと聞いたりしておりましたが。

はじめて親しくお話したのは錦糸町で行われた古代史の講座でお見かけし思い切って私のほうから声をかけたのでした。それから私が一人で編集発行している小誌「ヒロシマ・ナガサキを考える」をお送りするようになり、増田都子さんの裁判の傍聴（私はほんのたまに）でお会いすることになりました。百戦錬磨の大野さんが代表になられて、都子さんもどんなにか心強かったことでしょう。

ご病気で入院と聞いて、そんなにお悪いとも知らず、ばか厚い私の近作の『オザヒト覚え書』をお送りし、「もうムリなので自宅に帰ってきた、さいごまでよめるかどうか」というお葉書をいただいたのが最後になってしまいました。

ご冥福を心からお祈りいたします。合掌

· 「撤回させる会」会員

労働組合の青年部だった頃、「組合活動は一日三度の飯を食うようにタンタンと普通の生活をしてやるもんだ」と教えられました。

大野先生とは増田先生の闘いを通じて知り合いましたが、まさに、飯を食うように活動している人でした。カタヒジを張る様子もなく、自然体ですごしている人だなーと思える人でした。

私も大野先生のようなステキな年の取り方をしたいものだなと思います。今後の私の努力目標となりました。

· 「撤回させる会」会員

残念ながら、大野先生とお話しする機会はあまり無かったのですが、いつも堂々とした体躯で繰り出す演説に感銘を受けていました。

真っ正直に生きられた人生。どうも御苦労様でした。少しだけ、お休みください。

· （教え子からのメッセージ）

大野先生にはじめてお会いしたのは1956年、私が文京10中に入学した12歳の時、大野先生はたぶん28歳、1年の1学期だったけれど、大野先生の授業を受けました。

狩猟採集の時代を経て人類が農業を覚え、やがて生産力が生存の最低必要量を超えると搾取が発生し奴隷と貴族が生まれ、この仕組みを守るために生まれた武士がやがて国を統一し・・・鮮やかな唯物史観の展開に心が躍りました。

長身で教卓を覆うように両手を前について、吠え立てるような大声に私は固唾を飲み、紙を書き上げ黒板をガンガンと鳴らして進む板書を私は懸命に追いました。

1958年になった4月、勤評反対のストライキがありました。先生たちの緊張した顔をキビキビした動きを覚えています。大野先生はいつも手ぬぐいを腰にたらして10中の教職員の運動の中心におられました。そんな大野先生をこころから尊敬しておりました。

　その後私は、高校で安保闘争をほんの少しかじり、日韓条約反対闘争や学費値上げ反対闘争で過ごした大学を中退し、1969年にある大工場に就職して労働組合の右傾化と30年たたかいました。

　定年まで4年となった2000年の正月、大野先生を囲んで文京１０中の周辺を歩きました。先生が72歳、私が56歳、40年ぶりの先生は少しも変わらなかったが、年が近くなったせいか、とても身近でした。

　私が思想差別是正の裁判を決意していることを告げると、ギョロ目で見据えて「がんばれ」と言ってくださいました。裁判が始まると欠かさず傍聴してくださいました。会社の株主になって株主総会で一緒に追及してくださいました。

4年後、裁判が勝利の和解を果たした時、先生は喜んでくださったけれど、その数千倍も「日の丸・君が代」を拒否できない教員組合の労働運動を嘆き、処分された教員さえ支援しない労働運動に怒っておられました。

大野先生

それから2年、全国の仲間とともに産別労働組合を結成しました。私にとって画期的な決断でした。先生のお年まで、まだ16年あります。

先生のように、最後まで、広く熱い心でたたかいます。

· 西村　昭（都高教退職者会会長）さんからのメッセージ

増田さんにかけられた攻撃は、授業内容に直接介入するものである、処分が最大なものである、など極めて悪質なものです。大野さんは増田さんのたたかいの重要性を早くから指摘し、中心になって活動してこられました。

また、その他のいろいろなたたかいの場にも、いつもその姿がありました。民主主義の復活する日を信じて最後まで闘い続けてこられた大野さんの意思を継いでいかなければと決意を新たにしています。

